
金
剛
憧
下
竺
仙
梵
傷
の
渡
来

西

尾

賢

隆

は

じ

め

に

金剛憧下竺仙梵倦の渡来

私

は
先
に

「鎌
倉
期
に
お
け
る
渡
来
僧
を
め
ぐ

っ
て
」
(『
日
本
歴
史
』
四
九

一
号
)
と
題
し
て
、
南
宋
末
か
ら
元
に
か
け
て
の
わ
が
国

へ

の
渡
来
僧
に
つ
い
て
、
少
し
く
亡
命
僧
と
い
え
な
い
点
を
考
え
て
み
た
。
そ
の
渡
来
僧
の
三
類
型
の
な
か
で
、
第
三
の
外
交
使
節
と
し
て

の

一
山

一
寧
に
つ
い
て
は
、
「
元
朝
国
信
使
寧

一
山
考
」

(『日
本
歴
史
』
五
〇
九
号
)
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
史
の
な
か
で
、
そ
の
史
的
意
義

を
追
究
し
た
。

い
ま
表
題
に
掲
げ
た
竺
仙
梵
倦
は
、
日
本
か
ら
の
招
膀
に
よ

っ
て
東
渡
す
る
明
極
楚
俊
に
勧
め
ら
れ
同
船
し
た
も
の
で
あ
り
、
渡
来
僧

の
第

二
の
類
型

(日
本
か
ら

の
招
聴
状
に
よ
る
も
の
)
に
入
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

の
渡
来
は
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来

以
後

の
北
条
得
宗

体
制
が
崩
壊
せ
ん
と
す
る
直
前

の
鎌
倉
極
末

の
こ
と
に
属
す
る
。
従
来
、
玉
村
竹
二
氏
や
今
枝
愛
真
氏
ら
に
よ
り
、
五
山
文
学
史
上
、
取

り
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
竺
仙
を
主
題
に
し
た
も
の
は
な
い
。
今
こ
こ
に
彼
を
メ
ー
ソ
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
史
的

意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
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一

元
朝
治
下
で
の
竺
仙

金剛憧下竺仙梵倦の渡来

帝
禺
が
陸
秀
夫
に
.背
負
わ
れ
て
匪
山

(広
東
省
江
門
市
新
会
県
)

の
海
に
入
水
し
、
宋
室
が
完
全
に
滅
亡
し
た
の
は
、
祥
興
二
年

(
一

二
七
九
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
四
年
目
の
至
元
二
十
九
年

(
一
二
九
二
)
に
生
ま
れ
た
の
が
竺
仙
で
あ
る
。

彼
は
十

一
月
十
五

日
、
明
州
象
山
県

(漸
江
省
寧
波
市
象
山
県
)
の
徐
氏
の
子
と
し
て
生
を
受
け
た
。
祖
父
は
明
州
儒
学
の
学
正
で
、
父
の
応
は
徳
行
を
包

み
隠
し
て
仕
官
し
な
か

っ
た
。
母
は
欧
陽
氏
の
出
で
、
三
子
を
生
み
、
竺
仙
は
そ
の
末

っ
子
で
あ
る
。
祖
父
が
州
学

の
教
官
で
あ

っ
た
こ

(
1
)

と
は
、
宋
代
地
方
に
お
け
る
学
校
教
育
の

一
端
を
担

っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
士
大
夫
階
級
の

一
員
と
い
え
る
。
父
親

の
徐
応
が
仕
官
し

な
か

っ
た
の
は
、
征
服
王
朝
で
あ
る
元
朝
に
仕
え
る
の
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
為
で
あ
ろ
う
か
。
「竺
仙
和
尚
行
道
記
」
(『竺
仙
録
』
巻
中
)

に
わ
ざ
わ
ざ

「隠
徳
不
仕
」
と
記
す
こ
と
は
、
読
書
人
と
し
て
の
教
養
を
積
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

六
歳

(大
徳
元
年
、

一
二
九
七
)に
な
る
と
郷
校
に
入
り
、

一
年
も
し
な
い
う
ち
に
韻
書
や
反
切
に
通
じ
以
前
か
ら
習

っ
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
と
い
う
。
人
が
般

若
心
経
を
読
ん
で
い
る
の
を
聞
く
と
記
憶
し
て
し
ま
い
、
体
は
痩
せ
細
り
、
萱
腱
を
食
べ
よ
う
と
は
し
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
両
親
は
俗
世
間
向
き
の
人
間
で
は
な
い
こ
と
を
見
て
と
り
、
十
歳
(大
徳
五
年
、

=
二
〇

一
)
を
越
す
と
出
家
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
郷
校

(
2
)

つ
ま
り
小
学

へ
の
入
学
は
、
普
通
は
八
歳
で
あ

っ
た
が
、
五
歳
で
入
学
し
た
例
も
あ
る
。
竺
仙
は
早
く
よ
り
将
来
の
士
大
夫
と
し
て
の
教

育
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
世
俗
で
の
生
活
が
性
に
合
わ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
南
宋
を
完
全
に
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
至
元
十
八
年

(
一
二
八
一
)
に
は
第
二
回
目
の
日
本
遠
征
を
し
、
翌
年
に
は
ビ
ル
マ
、

チ
ャ
ン
パ
を
討
ち
、
至
元
二
十
二
年

(
=
天

五
)
に
は
安
南
国
を
討

っ
て
大
勝
し
た
。
竺
仙
の
生
ま
れ
た
至
元
二
十
九
年
に
は
ジ
ャ
ワ
を

討

っ
て
い
る
。
ク
ビ
ラ
イ
ー
カ
ー
ソ
に
と

っ
て
意

の
如
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
討
伐
の
み
で
あ

っ
て
、
第
三
回
目
の
日
本
遠
征
を

目
論
ん
だ
が
実
行
に
移
す
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。
孫

の
成
宗
が
、
平
和
裏
に
日
本
を
元
朝
の
体
制
下
に
服
属
さ
せ
よ
う
と

一
山
を
派
遣
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し
た

の
は
、
竺
仙
の
八
歳

(
=
一九
九
年
)
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

十
歳
で
出
家
し
た
竺
仙
は
、
湖

(漸
江
省
湖
州
市
)
の
資
福
寺
の
別
派
口
源
に
従

っ
て
駆
烏
と
な
り
、
諦
経
す
る
と
流
れ
る
よ
う
で
あ

り
、
別
派
は
そ
の
才
能
を
重
ん
じ
た
・
こ
こ
の
駆
烏
と
い
う
の
は
・
童
行
を
指
す
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
鳩

+
八
歳

(
至
大
二
年

一
三
〇

九
)
の
と
き
杭
の
霊
山
の
瑞
雲
口
隠
に
師
事
し
、
試
経
に
よ
り
度
牒
を
受
け
、

そ
の
師
の
虎
巌
浄
伏
の
塔
を
礼
し
て
剃

髪
し
、
具
足
戒
を

受
け
て
い
る
。
な
お
、
法
兄
の
了
奄
清
欲
は
、
年
十
六

(
一
三
〇
三
年
)
の
時
、
虎
巌
に
依
り
、
試
経
得
度
し
て
い
る
。
竺
仙
は
度
牒
を
受

け
て
剃

髪
し
沙
彌
と
な

っ
た
段
階
で
、
国
家
か
ら
僧
と
認
め
ら
れ
、

一
般

の
戸
籍
か
ら
僧
籍
に
移
籍
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
竺
仙
が
ど
こ

の
戒

壇
で
具
足
戒
を
受
け
た
か
分
か
ら
な
く
、
何
歳
の
こ
と
か
も
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
十
八
歳
で
剃
髪
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

規
矩

の
通
り
二
十
歳
で
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
各
地
を
遊
方
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
最
初
に
晦
機
元
熈
に
浄
慈
寺
で
拝
謁
し
た
。
晦
機
が
浄
慈
に
住
し
た
の
は
、
至
大
元
年

(
一
三
〇
八
)
か
ら
延
祐

元
年

(
一
三
一
四
)

ま
で

の
間
で
あ
る
か
ら
、
竺
仙
の
師
事
し
た
の
は
、
至
大
四
年
以
後

の
事
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
天
童
寺
の
雲
外
雲
柚
に
従
い
、
開
寿
寺
の

商
隠

の
も
と
で
も
数
日
留
ま

っ
て
い
る
。
漸
西
に
還
る
と
、
霊
隠
寺

の
元
隻
行
端
や
浄
慈
の
東
嘆
徳
海
に
従

っ
て
お
り
、
元
聖
に
は
皇
慶

元
年

(
=
一二

二
)
か
ら
延
祐
元
年
の
間
に
師
事
し
、
東
嘆
に
は
延
祐
二
年
に
師
事
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
杭
州
虎
鉋
寺
の

止
巌
普
成
に
見
え
る
と
、
鎮
海
明
珠
の
話
を
提
示
さ
れ
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自
分
で
は
ま
だ
穏
当
で
は
な
い
と
し
、
観
音
に
早
く
明
師

に
あ

い
大
事
を
決
了
す
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
る
。
天
目
山
に
登
り
中
峰
明
本
に
見
え
る
と
、
中
峰
は

「奇
な
る
道
人
」
と
い
い
、
字

の
竺

仙
に

つ
い
て
の
説
を
作

っ
て
贈

っ
て
い
る
。
竺
仙
が
中
峰
に
参
じ
た
の
は
、
廷
祐
二
年
か
、
三
年
春
、
も
し
く
は
五
年
以
後
の
こ
と
で
あ

(
4
)

ろ
う
。
至
治
二
年

(
一
三
二
二
)
古
林
清
茂
が
金
陵
の
鳳
墓
山
保
寧
寺
に
住
す
る
と
、
竺
仙
は
千
里
の
道
を
も
遠
し
と
せ
ず
に
参
ず
る
こ
と

(
5
)

に
な

る
。
古
林
か
ら

「弥
に
三
十
棒
を
放
す
」
と
、
印
可
さ
れ
た
。
清
涼
寺
の
蔵
主
を
掌
る
と
、
彼

の
道
声
が
挙
が
り
、
江
陰
の
白
龍
寺

の
招
聰
を
受
け
た
が
、
ま
だ
為
人
す
る
段
階
に
達
し
て
い
な
い
と
断

っ
た
。

の
ち
東
漸
に
還
り
、
さ
ら
に
揚
子
江
中
流
域
を
遊
方
し
て
い

る
。
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竺
仙
が
具
足
戒
を
受
け
た
の
ち
、
各
山
の
禅
家
に
歴
参
し
て
、
つ
い
に
古
林

の
印
可
を
受
け
、
さ
ら
に
悟
後
の
修
行
の
た
め
遊
方
し
た

こ
ろ
は
、
元
朝
中
期
の
頃
に
当
る
。
最
初
、
郷
校
に
入

っ
て
学
び
だ
し
た
士
大
夫
と
し
て
の
道
を
遙
進
し
た
と
す
る
と
、
科
挙
試
験
を
受

け
る
の
に
ち

ょ
う
ど
よ
い
時
期
に
あ
た

っ
て
い
た
。

元
朝
は
旧
南
宋
治
下
の
江
南
の
知
識
人
に
対
し
て
概
し
て
冷
淡
で
は
あ

っ
た
。
し
か
し
、
知
識
人
達
の
科
挙
制
復
活
に
よ
せ
る
熱
い
期

待

は
無
下
に
絶
ち
切

っ
て
し
ま
う
わ
け
に
も
い
か
な
か

っ
た
。
世
祖
期
に
も
科
挙
開
設
の
動
き
は
あ

っ
た
も
の
の
実
現
に
は
い
た
ら
な
く
、

よ
う

や
く
元
朝
も
中
期
の
仁
宗
の
時
に
な

っ
て
、
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第

一
回
の
科
挙
が
延
祐
元
年
に
郷
試
、
翌
二
年
二
月
に
会

試
、

三
月
に
廷
試
が
仁
宗
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
三
年
ご
と
に
元
末
ま
で
続
い
て
行
な
わ
れ
た
が
、

モ
ン
ゴ
ル
人

・
色
目

(
6
>

人
に
比
し
て
漢
人

・
南
人

へ
の
割
り
当
て
定
員
は
少
な
く
苛
酷
な
も

の
で
あ

っ
た
。
と
は
い
え
、
科
挙
の
復
活
は
、
知
識
人
達
に
希
望
を

齎
す

も
の
で
あ
り
、
元
朝

の
末
期
に
国
家
に
忠
節
を
尽
し
て
亡
く
な

っ
た
進
士
の
存
在
は
、
こ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
。

科
挙
を
目
指
す
予
備
軍
的
な
存
在
か
ら
、
選
仏

へ
と
方
向
転
換
し
た
竺
仙
は
、
当
時
の
名
だ
た
る
禅
匠
で
あ
る
中
峰
や
元
翌
ら
に
歴
参

し
、
古
林
の
法
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
る
。

二

竺

仙

の

渡

来

径
山
に
登
る
と
、
明
極
楚
俊
が
日
本
の
招
聴
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
同
行
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
。
竺
仙
は
仏
乗

つ

ま
り
天
岸
慧
広
の
十
三
年
忌

の
陞
座
説
法
に
際
し
、
天
岸
と
相
知
る
よ
う
に
な

っ
た
経
緯
か
ら
、
さ
ら
に
日
本

へ
明
極
と
共
に
海
を
渡
る

こ
と
に
な

っ
た
こ
と
に
話
が
及
ん
で
い
る

(『竺
仙
録
』
巻
中
、
建
長
寺
語
録
)。

一
日
径
山
に
在
り
。
忽
ち
日
本

の
文
侍
者
至
り
、
言
う
。
郷
船
福
州
に
在
り
、
明
極
和
尚
に
宿
昔

の
約
有
る
を
以
て
、
取
ら
ん
と
欲(7
)

す
る
の
時
、
明
極
山
僧
を
挽
き
借
に
行
か
ん
と
欲
し
、
不
可
と
す
。
乃
ち
文
に
謂
い
て
曰
く
、
若
し
能
く
仙
公
を
化
し
共
に
往
か
ば
、
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行
か
ん
。
否
な
ら
ば
則
ち
然
ら
ず
。
且
つ
又
た
自
ら
山
僧
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
此
に
於
て
但
だ
此
の
国
の
人
汝
を
識
る
の
み
。
何
の

か
し
こ

ゆ

ま

利
益
有
ら
ん
。
亦
彼
に
去
き
、
汝
が
古
林
和
尚
の
一
枝
の
仏
法
を
外
国
に
行
な
う
可
く
ん
ぼ
也
た
好
し
。
此
乃
ち
仏
天
上
に
在
り
、

余
誼
言
せ
ず
。
又
た
曰
く
、
我
の
老
大
昏
毫
に
し
て
す
ら
、
尚
お
且
つ
去
か
ん
と
欲
す
。
況
ん
や
汝
後
生
、
精
明

百
倍
に
し
て
、
又

た
事
事
敏
妙
な
る
を
や
。
且
つ
聞
く
な
ら
く
、
彼
の
船

=

一年

の
間
な
ら
ず
し
て
、
必
ず
又
た
此
に
来
る
。
就
き

て
回
る
も
亦
た
可

な
り
。
亦
た
汝
に
托
し
て
郷
書
を
寄
附
せ
ん
こ
と
を
望
む
。
時
に
日
本
も
亦
た
数
人
の
彼
に
在
る
有
り
。

少
林
院
明
極
和
尚
七
周
忌
の
普
説

(『
竺
仙
録
』
巻
上
、
南
禅
寺
語
録
)
に
よ
る
と
、
明
極
は
こ
の
と
き
径
山
の
首
座
で
あ

っ
た
。
径
山
の
住

持
は
、
第
四
十
八
代
の
元
翌
行
端
で
、
至
治
二
年

(
一
三
二
二
)
か
ら
至
正
元
年

(
一
三
四

一
)
丈
室
で
亡
く
な
る
ま
で
二
十
年
に
亙
り
径
山

を
離

れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
明
極
を
日
本

へ
招
聴
す
る
約
束
は
以
前
に
出
来
て
い
て
、
道
案
内
の
使
者
と
し
て
専
使
と
な

っ
た
の
が
文

侍
者

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
明
極
は
、
竺
仙
を
同
道
し
よ
う
と
力
め
て
説
得
し
、

一
、
二
年
も
し
な
い
で
帰

ろ
う
と
思
え
ば
、

そ
れ
も
可
能
だ
と
説
く
。

す
な
わ

余
乃
ち
文
等
に
問
う
て
曰
く
、
回
る
を
得
べ
き
や
と
。
文
曰
く
、
此
の
船

一
た
び
去
る
も
、
明
年
即
便
ち
又
た
来
る
。
但
だ
意
に

随
う

の
み
。
昔
兀
奄
亦
た
回
り
、
西
澗
回
り
て
復
た
往
く
。
但
だ
自
ら
我
が
国
の
好
き
を
貧
れ
ば
、
自
ら
回
ら
ざ

る
の
み
と
、
云
云
。

文
侍
者
は
、
兀
蕎
普
寧
や
西
澗
子
曇
の
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
。

仏
乗
禅
師
曰
く
、
我
、
此
の
土
を
観
る
に
、
皆
叢
林
無
く
、
看
て
眼
に
上
ら
ず
。
今
唯
だ
我
が
郷
間
の
み
、
尚
お
百
丈
在
世
の
時

に
異
な
ら
ざ
る
も
の
有
り
。
如
し
或
い
は
信
ぜ
れ
ば
、
則
ち
同
に
往
き

一
た
び
観
て
回
れ
と
。
又
た
曰
く
、
西
堂
和
尚

の
言
是
な
り
。

当
に
去
き
て
仏
法
を
行
な
う
べ
し
。
而
今
仏
法
の
流
れ
東
す
。
凡
そ
我
が
郷
間
、
敬
信
せ
ざ
る
者
無
し
。
順
縁
に
し
て
行
く
、
今
正

に
是

の
時
な
り
。
大
丈
夫
何
ぞ
自
ら
凝
滞
し
て
、
決
せ
ざ
る
や
。
是
よ
り
先
き
昔
保
寧
に
在
り
侍
者
為
り
し
時
、
寮
賓
は
両
漸
の
郷

曲

の
外
に
日
本
の
三
十
二
人
有
り
。
鳳
毫
老
人
見
ゆ
る
毎
に
、
則
ち
之
を
戯
れ
て
曰
く
、
此
れ
日
本

の
国
師
な
り
と
。
又
た
曰
く
、

汝
若
し
誠
に
能
く

一
た
び
往
か
ば
、
則
ち
大
い
に
彼
を
化
さ
ん
と
。
余
曰
く
、
去
く
こ
と
は
則
ち
辞
さ
ず
、
返
る

こ
と
を
得
ざ
る
を
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慮
る
。
曰
く
、
出
家
の
児
、
縁
に
遇
え
ば
即
ち
宗
す
。
何
ぞ
且
つ
此
を
慮
る
と
。
是
に
於
て
其
の
先
言
を
感
ず
。
固
に
戯
る
る
の
み
。

而
も
又
た
誠
な
り
と
。

古
林

の
下
で
同
参
の
天
岸
は
、
日
本
の
禅
林
で
は
百
丈
懐
海
が
在
世
の
時
と
同
じ
よ
う
に
規
矩
が
行
な
わ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、

一
度
実

見
す

る
よ
う
に
説
く
。
ま
た
、
西
堂
和
尚

つ
ま
り
明
極
の
言
の
真
実
な
こ
と
を
請
け
合
い
、
竺
仙
の
逡
巡
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
古
林
の
戯
言
を
思
い
だ
し
、
渡
来
を
決
意
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
天
暦
二
年

(
一
三
二
九
)
の
こ
と
で
、
わ
が
国
の
元
徳
元
年
に
当
る
。
五
月
福
州
の
閲
江
の
南
江
か
ら
船
に
乗
り
海
を
渡
り
、
博

多
に
着
岸
し
た
。
普
通
、
わ
が
国
の
商
船
の
入
港
地
は
慶
元
で
あ

っ
た
が
、
竺
仙
ら
が
出
港
し
た
と
こ
ろ
は
福
州
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と

お
よ

は
、

泰

定

元

年

(
一
三
二
四
)
に

「
諸

そ
海

舶

の
至

れ

ば

、

止

だ

行

省

を

し

て

抽

分

せ

し
」

(
『
元
史
』
巻
九

四
、
食
貨
志
、
市
舶
)
め

た

こ
と

に

よ

り
、

海

禁

政

策

の
緩

ん

だ

こ
と

と

関
連

し

て

い

る

で
あ

ろ
う

。

(
8
)

竺
仙

の
外
、

明
極
と
同
船
し
た
も
の
は
、
弟
子
の
瀬
牛
希
融
、

そ
れ
に
帰
国
す
る
雪
村
友
梅
、

物
外
可
什

・
天
岸
慧
広

・
不
昧
奥
志

(弟
子
)
ら
で
あ
る
。

こ
の
船
上
で
詩
が
唱
和
さ
れ
、
そ
の

一
つ
に

「喜
見
山
」
(田
山
方
南

『禅
林
墨
蹟
拾
遺
』
七
五
、
以
下

『拾
遺
』
と
略
称
)

と
題

し
て
、
唱
和
し
た
も
の
が
あ
る
。

放
洋
十
日
尭
無
山

放
洋
す
る
こ
と
十
日

寛
に
山
無
く
、

は

ず

衛
…説
平
生
眼
界
寛

漸
説
ら
く
は
平
生

眼
界
の
寛
き
を
。

弱
水
誰
言
三
萬
里

弱
水

誰
か
言
う
三
万
里
と
、

う
つ

扶

桑

仙

島

照

眸

寒

扶
桑

の
仙
島

眸

に
照
し
て
寒
し
。

船

上

に
あ

る

こ
と

十

日

た

っ
て

、

よ

う

や
く

山

を
見

る

こ
と

が

で
き

た

。

天

岸

を

承

け

て

、

同

じ

く

山

・
寛

・
寒

に
押

韻

し

て
、

竺

仙

・

物

外

・
瀬

牛

・
字

海

・
明

極

が

唱

和

す

る
。

そ

の
う

ち

瀬

牛

の
詩

に

「
明

日

午

前

応

に

近

づ

く

べ

し
」

と

あ

る

の
は
、

十

一
日
目

に
博

多

に
着

岸

す

る

こ
と

に

な

る

の
を

現

わ

す

の
で
あ

ろ
う

か
、

そ

れ
と

も

、

五
島

列

島

に
近

付

く

に

す

ぎ

な

い

の
で

あ

ろ
う

か
。

途

中

無

風
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圏
に
入
っ
て
船
が
進
ま
ず
苦
労
し
た
状
況
を
、
「無
風
に
苦
し
む
」
(田
山
前
掲
書

『拾
遺
』
七
四
)
等
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
体
、
当
時
に
あ

っ
て
日
本
と
中
国
と
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
日
数
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
使
で
あ
る
無
逸
克
勤
ら
は
、

帰
国
に
際
し
、
大
宰
府
か
ら
舟
に
登
り
、
五
昼
夜
で
昌
国
州
、
す
な
わ
ち
明
州

(寧
波
市
)
に
達
し
て
い
る

(『宋
学
士
文
集
』
巻
二
七
、
送

無
逸
勤
公
出
使
還
郷
省
親
序
)。

こ
れ
は
順
風
を
得
た
場
合

の
こ
と
で
、

普
通
は
日
本
と
中
国
の
間
で
、

平
均
十
日
の
航
海
日
数
を
要
し
た

(
9
)

と
い
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
竺
仙
ら
の
乗

っ
た
船
は
、
平
均
に
近
く
、
無
風
状
態
を
脱
す
る
ま
で
の
問
、
非
常
に
長
く
感
じ
た
と
い
う

こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

明
極
の
招
請
者
は
、
い
っ
た
い
誰
で
あ
ろ
う
か
。
「明
極
和
尚
塔
銘
」
に
、
「日
本
国
書
幣
を
具
え
、
国
師
の
礼
を
以
て
迎
う
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
北
条
得
宗
で
あ
る
高
時
の
名
に
よ

っ
て
招
聴
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

明
極

一
行
が
博
多
に
つ
く
と
、
豊
後
守
護
で
あ
る
大
友
貞
宗
は
、
竺
仙
を
豊
州
万
寿
寺
に
据
え
よ
う
と
思

っ
た
が
、
貞
宗
に
近
い
僧
達

み

や

こ

は
、

竺
仙
の
大
名
が
京
師
に
達
し
て
い
る
以
上
、
九
州
に
留
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
諭
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
元
徳

二
年

(
一
三
三
〇
)

二
月
に
は
鎌
倉
に
着
き
建
長
寺
に
留
ま

っ
た
。
高
時
は
竺
仙
を

一
見
す
る
と
、
以
前
か
ら
の
知
り
合
い
の
よ
う
に
歓
談
し
て
い
る
。

明
極
は
建
長
寺
に
住
持
と
な
る
と
、
竺
仙
を
第

一
座
と
し
、
修
行
者
の
指
導
責
任
者
の
役
職
に
つ
け
て
い
る
。
安
達
時
顕
の
子
の
高
景

は
、

明
極
の
弟
子
と
な

っ
て
お
り
、
竺
仙
を
南
禅
寺
に
出
世
さ
せ
て
、
明
極
に
嗣
法
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
竺
仙
は
笑

っ
て
こ
の
拝
請
を

却
け
て
い
る
。

こ
の
事
を
知
る
と
、
貞
宗
は
再
度
蒋
山
万
寿
寺
に
招
聴
し
よ
う
と
し
た
が
、
竺
仙
は
赴
任
し
な
か
っ
た
。
正
慶
元
年

(
一

三
三
二
)
高
時
は
竺
仙
を
浄
妙
寺
に
出
世
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
高
景
は
峻
阻
し
た
が
、
高
時
は
押
し
切
り
、
竺
仙
を
入
寺
さ
せ
る
こ
と

に
な

る
。
竺
仙
が
嗣
法
の
香
を
古
林
に
娃
く
と
、
貞
宗
は
慶
賀
し
た
と
い
う
。

足
利
尊
氏

(仁
山
居
士
)
は
、
弟

の
直
義

(古
山
居
士
)
と
共
に
竺
仙
を
尊
崇
し
、
そ
の
母
上
杉
清
子
の
た
め
に
私
第
に
招
き
、
兄
弟

二
人

し
て
近
侍
し
て
い
る
。
貞
宗
は
建
武
元
年

(
一
三
三
四
)
亡
く
な
る
と
、
遺
命
し
て
再
び
万
寿
寺
に
拝
請
し
た
が
、
足
利
氏
は
固
く
留

め
、
論
旨
に
よ
り
浄
智
寺
に
入
寺
さ
せ
て
い
る
。
建
武
五
年

(
一
三
三
八
)
貞
宗
の
子
の
大
友
氏
泰
は
、
父
の
志
を

つ
ぎ
、
竺
仙
に
三
浦

の
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無
量
寿
寺
を
兼
務
さ
せ
た
。
竺
仙
は
翌
年
に
は
兼
務
を
止
め
、
疾
と
称
し
て
東
堂
に
退
居
し
て
い
る
。

(
10
)

右

の
よ
う
な
竺
仙
の
事
績
を
見
る
と
、
玉
村
竹
二
氏
が
考
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
明
極

の
旅
費
は
安
達
氏
、
竺
仙
の
は
大
友
氏
が
支
弁
し

た
と

い
う
説
は
首
肯
し
得
る
。
そ
れ
を
北
条
得
宗
の
名
で
も

っ
て
招
聰
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
清
拙
正
澄
の
渡
来
に

(
11

)

あ
た

っ
て
、
実
際
に
は
大
友
貞
宗
が
招
聰
の
任
に
つ
き
な
が
ら
、
高
時
が
名
目
上
の
招
聰
者
と
な

っ
た
の
と
揆
を

一
に
す
る
。

暦
応
四
年

(
一
三
四
一
)
鎌
倉
浄
智
寺
の
榜
伽
院
に
あ

っ
た
竺
仙
は
、
直
義
に
迎
え
ら
れ
光
明
天
皇
の
論
旨
に
よ
り
南
禅
寺
に
住
す
る
こ

と
に
な
り
、
か
さ
ね
て
光
厳
上
皇
の
院
宣
に
よ
り
四
月
十
三
日
入
寺
し
た
。
七
月
二
日
尊
氏
は
直
義
と
共
に
入
寺
飯
僧
し
、
陞
座
説
法
を

請
う
て
い
る
。
翌
年
、
一
旦
退
院
し
た
が
、
再
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
康
永
二
年

(
一
三
四
三
)
五
月
、
光
厳
上
皇
は
南
禅
寺
に
臨
幸
し
、
竺

仙
と
法
談
し
て
大
悦
し
た
。
程
無
く
し
て
勇
退
す
る
と
、
寺
内
に
寿
塔
が
建
て
ら
れ
、
樗
伽
院
と
称
さ
れ
た
。
尊
氏
は
施
田
し
香
火
料
に

資
し
て
い
る
。
貞
和
二
年

(
一
三
四
六
)
二
月
、
真
如
寺

の
命
を
受
け
、
尊
氏

の
た
め
に
預
修
拮
香
を
行
な
う
。
翌
年
正
月
廿
日
に
は
直
義

の
請
に
よ
り
建
長
寺
に
入
寺
し
、
禅
林
の
典
礼
に
則

っ
て
運
営
し
た
。
貞
和
四
年

(
一
三
四
八
)
四
月
、
疾
に
よ
り
退
院
し
、
寮
舎
の
布
金
館

に
い
た
が
、
七
月
に
は
浄
智
寺
の
樗
伽
院
に
帰
る
。
八
日
上
杉
憲
顕
が
竺
仙

の
疾
を
見
舞
い
、
そ
れ
を
関
東
公
方
で
あ

っ
た
尊
氏
の
長
子

義
詮
に
報
告
す
る
と
、
義
詮
は
翌
日
安
房
正
木
郷
の
田
荘
若
干
を
樗
伽
院
に
寄
捨
し
て
い
る
。
亡
く
な

っ
た
の
は
十
六
日
の
こ
と
で
あ

っ

た
。竺

仙
は
鎌
倉

の
極
末
に
明
極
と
渡
来
し
、
南
北
朝
前
期
に
か
け
て
鎌
倉

・
京
都

の
地
に
あ

っ
て
、
五
山
等
の
官
寺
に
住
山
し
て
活
躍
し
、

大
友
貞
宗

・
足
利
尊
氏

・
直
義
ら
の
外
護
を
う
け
た
。

三

金

剛

憧

下

古
林
清
茂
の
墨
蹟

の
一
つ
に

一
幅
の
送
別
の
偶
が
あ
る

(芳
賀
幸
四
郎

『墨
蹟
大
観
』
第

一
巻
三
二
、
田
山
方
南

『続
禅
林
墨
蹟
』
四
二
、
以
下
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『
続
』
ど
略
称
)。

海
國
輝
人
道
韻
高

遠
来
湖
寺
豊
徒
劣

頂
門
眼
活
通
天
地

塵
刹
三
千
在

=
毫

日
東
運
輝
人
聚
首

湖
寺
所
存
在
道
過
人

}
之
長
非
語
黙
可
及
別
去

江
西
出
紙
徴
偶
迅
筆

塞
請
岩

至
治
元
年
三
月
廿
日

澹
湖
休
居
嬰

清
茂

圏
團

澹
鴛
里湖

(江
蘇
省
蘇
州
)

る
。

林

は

墨
蹟

を

求

め

ら

れ

る
と

、

の
辺
に
あ

っ
た
寺
に
掛
錫
し
た
天
然
興
運
は
、

天
然
は
瞼
崖
巧
安
の
法
嗣
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が

中
巌
円
月
は
竺
仙
の
門
弟
で
あ
る
畜
孫
侍
者
の
求
め
に
よ
り
、

四
巻

『東
海

一
湛
別
集
』
五
二
八
頁
)
と
い
い

林

・
横
川
の
諸
老
墨
蹟
の
後
叙
」

海
国

の
禅

人

道
韻
高

く
、

遠
く
湖
寺

に
来

っ
て
豊

に
徒

に
労

せ
ん
や
。

頂
門

の
眼

活

し
て
天
地

に
通
じ
、

塵
刹

三
千

一
毫

に
在

り
。

目
東

の
運
禅
人
、
湖
寺
に
聚
首

す
。
所
存
道
に
在
り
。
人
に
過

ぐ
る

の

長
語
黙

の
及
ぶ
可
き

に
非
ず
。
別
れ
て

ゆ

江
西

に
去
く
。
紙
を
出
し
て
偶
を
徴

む
。

す
み
や

迅

か
に
筆
し
て
請
を
塞
ぐ
。
岩

に

至
治
元
年
三
月
廿
日

澹
湖
休
居
婁

清
茂圏
圏

古
林

の
も
と
で
所
存
の
通
り
修
行
を
や
り
あ
げ
悟
り
を
開
い
て
い

、
こ
の
送
別
の
偶
か
ら
す
る
と
、
真

の
嗣
法
は
古
林
と
い

っ
て
よ
い
。
古

よ
く
号
の
金
剛
瞳
の
方
印
を
押
し
て
い
る
。

(
12
)

竺
仙
に
賛
を
し
て

「金
剛
瞳
、
随
処
に
扶
樹
す
」
(『
五
山
文
学
新
集
』
第

、
古
林
の
禅
を
随
処
に
扶
植
し
た
こ
と
を
い
う
。
義
堂
周
信
は
石
室
善
玖

の
求
め
に
よ
り
、
「石

(『空
華
集
』
巻
十
一
)
を
書
き
、
そ
の
中
で
石
室
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
い
う
。
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惟
う
に
翁
や
、
蚤
に
江
南
に
遊
び
、
晩
に
海
上
に
帰
る
。
大
い
に
鳳
毫
の
曲
を
唱
え
、
高
く
金
剛
之
憧
を
建
て
、
益
≧
玉
几
の
正

脈
を
通
ず
。
謂

つ
可
し
、
克
く
先
烈
を
嗣
い
で
、
厭

の
家
世
を
昌
ん
に
す
る
者
な
り
と
。

石
室
が
横
川
如
瑛
の
正
脈
を
日
本
に
流
通
し
、
鳳
台
山
保
寧
寺
の
古
林

の
法
を
打
ち
建
て
た
こ
と
を
称
え
る
。

わ
れ

義
堂
は

「韻
を
次
で
建
長
の
太
和
侍
者
の
見
を
訪
ぬ
る
を
謝
し
」
(『空
華
集
』
巻
二
)
て
い
う
。

太
和
侍
者
來
相
訪

太
和
侍
者

来
っ
て
相
訪
い
、

驚
起
岩
間
打
睡
曾

驚
起
す
岩
間

打
睡
の
僧
。

因
話
金
剛
瞳
下
事

金
剛
憧
下
の
事
を
話
る
に
因
っ
て
、

面
前
突
出
鳳
毫
層

面
前
に
突
出
す
鳳
台
の
層
。

(
13
)

金
剛
憧
下
、

つ
ま
り
古
林
の
会
下
の
事
に
話
が
及
ぶ
と
、
面
前
に
保
寧
寺
が
現
出
し
て
き
た
。
太
和
侍
者
と
は
、
そ

の
伝
歴
を
詳
ら
か
に

し

え
な
い
が
、
金
剛
瞳
下
の
影
響
を
被

っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
古
林
の
保
寧
寺

の
有
様
が
彷
彿
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

古
林
の
も
と
で
修
行
し
た
人
々
は
、

日
本
に
帰

っ
て
か
ら
も
密
接
な
交
わ
り
を
も

つ
こ
と
に
な
る
。

『空
華
集
』
巻
九
に
次
の
よ
う
な

七
言
律
詩
が
あ
る
。

石
室
和
尚
の
金
竜
庵
に
竹
を
種
う
る
に
次
韻
す
。
竹
は
乃
ち
楊
伽
庵

の
植
う
る
所
、
蓋
し

一
家
な
り
。

分
栽
す
る
こ
と
は
本
と
長
竿

の
為
に
せ
ず
、

ほ
つ

同
盟
晩
に
未
だ
寒
か
ら
ざ
る
を
見
ん
と
要
す
。

兄
弟
二
難

皆
俗
を
抜
き
、

往
来
三
友

豊
に
官
を
求
め
ん
や
。

簿
竜
並
び
出
で
て
孫
孫
秀
、

き
た

た
だ

棲
鳳
双
び
儀

っ
て
筒
箇
端
し
。
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も但
し
此
君
の
能
く
客
を
引
く
こ
と
を
得
ぼ
、

論
ぜ
ず
永
雪
冷
や
か
に
し
て
相
看
す
る
こ
と
を
。

石
室

の
寿
塔
で
あ
る
金
竜
庵
に
竺
仙
の
楊
伽
庵
の
竹
を
植
え
る
こ
と
に
よ
り
、
古
林
の
同
じ
法
嗣
で
あ
る
関
係

の
緊
密
な
こ
と
を
象
徴
さ

せ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
お
互
に
往
来
し
て
交
友
す
る
こ
と
は
、
同
じ
法
を
嗣
い
で
い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
古
林
に
参
じ
た

(
14

)

こ
と

の
あ

る

も

の
は
、

日
本

に
帰

っ
て
か

ら

の
ち

も

風

雅

の
交

わ

り

を

も

っ
た
。

謝
竺
仙
和
尚
訪

窮
巷
書
長
春
睡
驚

嘲
々
軋
々
邊
嘉
聲

停
車
饗
浪
朧
頭
立

倒
履
菜
花
籠
外
迎

光
寒
里
間
人
改
観

澤
流
岩
谷
草
生
榮

辮
香
欲
走
謝
臨
屈

孚
奈
已
成
蓮
肚
盟

竺
仙
和
尚

の
訪
を
謝
す

窮
巷

昼
長
く
し
て
春
睡
驚

か
し
、

麻

々
軋

々
と
し
て
嘉
声

を
送

る
。

車
を
停

め
て
麦
浪
朧

頭
に
立
ち
、

履
を
倒
に
し
て
菜
花
籠

外
に
迎
う
。

光
寒

く
し
て
里
間

の
人

観

を
改
め
、

沢
流

れ
て
岩
谷

の
草

栄
を
生
ず
。

香
を
辮
じ
走

っ
て
臨
屈
を
謝
せ
ん
と
欲
す
る
も
、

争
奈

せ
ん
已

に
蓮
社

の
盟
を
成
ず
る
こ
と
を
。

こ
れ
は
中
巌
が
竺
仙

の
訪
問
を
謝
し
た
も
の
で
あ
る

(『五
山
文
学
全
集
』
第
二
巻
八
九
四
頁

『東
海

一
湛
集
』
巻

H
)。
竺
仙

の
き
た
の
を
喜
ん

(
15
)

で
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
建
武
四
年

(
一
三
三
七
)
冬
、
浄
智
寺

の
竺
仙
は
中
巌
と
の
旧
交
の
厚
き
に
よ
り
前
堂
首
座
に
任
じ
て
い
る
。
彼

(
16
)

ら
の
交

わ
り
は
、
中
巌
が
古
林
に
参
じ
た
泰
定
三
年

(
一
三
二
六
)
春
か
、
四
年
秋
に
ま
で
湖

っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

元
応

二
年

(
=
二
二
〇
)
か
ら
至
順
元
年

(元
徳
二
年
、

二
二
三
〇
)
に
か
け
て
中
国
に
あ

っ
た
別
源
円
旨
は
、
鳳
台
の
古
林

・
天
童
の
雲
外

雲
紬

・
天
目
の
中
峰
明
本

・
本
覚
の
霊
石
如
芝

・
華
頂
の
無
見
先
観

・
東
林
の
古
智
慶
哲

・
円
通
の
竺
田
悟
心

・
妙
果

の
南
楚
師
説

・
龍
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岩

の
徳
真

.
般
若
の
絶
学
世
誠
ら
を
参
訪
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
古
林
に
は
最
も
久
し
く
親
爽
し
、
江
湖
を
偏
遊
し
た
の
ち
、
再
び
保
寧

寺

に
帰
り
知
蔵
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
古
林
が
別
源
に
与
え
た
送
別
の
偶
の
墨
蹟
が
あ
る

(田
山
方
南

『禅
林
墨
蹟
』
七
〇
、
以
下

『
禅

林
』
と
略
称
、
芳
賀
前
掲
書
第

一
巻
二
九
)。

旨
騨
三
年
預
吾
席

三
十
烏
藤
擁
浮

喫
念
渠
遠
自
日
東

来

一
片
真
心
如
鐵

石
此
棒
不
打
亦
不

知
待
渠
自
會
知
幾

時
柄
衣
脱
下
痛

一

頒
他
年
堪
作
吾

家
児日
東
旨
輝
人
有
志

於
道
聚
首
三
年語
遊

見
於
日
用
需
遊
語

江
西
礼
祖
迅
筆
為

書
岩
泰
定
二
年
九
月
二
日

金
陵
鳳
毫

清
茂

旨
禅
三
年

吾
が
席
に
預

か
り
、

三
十
烏
藤

挨
得
し
て
喫
す
。

念
う
に
渠
遠
く
日
東

よ
り
来

た
り
、

一
片

の
真
心

鉄
石

の
如
し
。

此

の
棒
打
た
ず

亦
た
知
ら
ず
、

渠

の
自
会

す
る
を
待

つ

知

ん
ぬ
幾
時
ぞ
。

柄

衣
脱
下

痛

く

一
頬

せ
ば

、

他
年

吾
が
家

の
児

と
作
す

に
堪

え
ん
。

日
東

の
旨
禅
人
に
志
有
り
。

道

に
於

て
首
を
聚
む
る

こ
と

三
年
、

日
用

に
見
わ

る
。
語
を
需
め

て

江

西
に
遊
び
祖
を
礼
せ
ん
と
す
。
筆

を
迅
め
て

為

に
書
す
。
岩
に

泰
定

二
年
九
月

二
日

金
陵
鳳
台

清
茂
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翻
=階
=圏

翻
}幽
圏

古
林

の
も
と
で
の
別
源

の
徹
底
し
た
修
行
を
伝
え
、
将
来
の
嗣
法
の
期
待
を
こ
め
て
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
別
源
は
東
明
慧
日
の
法
を

嗣
い
だ
。
わ
が
国
で
は
嗣
法
の
自
由
さ
は
あ
ま
り
な
く
、
受
業
師
に
嗣
法
す
る
も
の
が
多
く
、
寂
室
元
光
の
ご
と
き
は
、
中
峰
明
本

の
印

(
17

)

可
を
受
け
て
い
る
が
、
受
業
師
の
約
翁
徳
倹
の
法
を
嗣
い
で
い
る
。
別
源
は
わ
が
国
に
帰

っ
て
後
も
竺
仙
を
訪
問
し
た
り
、
詩
の
唱
和
を

(
18
)

し
た
り
、
書
簡
を
出
し
た
り
し
て
交
友
を
持

っ
て
い
る
。

不
聞
契
聞
は
廿
五
歳

(
一
三
二
六
)
か
ら
淵
三
歳

(
一
三
三
四
)
の
間
に
、
華
頂
の
無
見
先
観

・
霊
隠

の
東
喚
徳
海

・
浄
慈
の
霊
石
如
芝

・

月
江
正
印

・
断
江
覚
恩

・
竺
元
妙
道
、
そ
し
て
金
陵
鳳
台
の
古
林
に
参
じ
て
、
心
要
を
春
決
し
て
い
る
。
竺
仙
は

「白
雲
庵
主
に
寄
す
井

び
に
引
」
(『竺
仙
録
』
巻
下
之
下
)
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

さ

き

昨
者
に
辱
く
も
訪
わ
れ
て
、
共
に
磨
聾
す
る
所
の
崖
石
上
に
遊
視
す
。
語
心
の
二
字
を
作
さ
ん
と
欲
し
て
、
今
已
に
之
を
成
す
。

因

っ
て
便
ち
四
句
を
成
す
。
願
わ
く
は

一
笑
を
発
せ
ん
こ
と
を
。
復
た
料
る
に
中
巌
此
を
見
ば
、
其

の
忍
俊
亦
た
豊
に
能
く
禁
ぜ

ん
や
。

獣
土
ハ虚
空
閑
語
心

黙
し
て
虚
空
と
共
に
閑
に
心
を
語
り
、

分
明
入
石
已
三
分

分
明
に
石
に
入
る
こ
と
已
に
三
分
。

世
間
無

一
匪
側
耳

世
間
一
も
耳
を
側
て
ざ
る
無
く
、

未
審
白
雲
聞
不
聞

未
審
し
白
雲
聞
く
や
聞
か
ず
や
。

四
句

目
か
ら
す
る
と
、
こ
の
時
の
白
雲
庵
主
は
不
聞
契
聞
と
み
て
よ
い
。
日
本
に
帰

っ
て
か
ら
も
竺
仙
と
不
聞
は
、
密
接
な
交
流
を
持

っ

た
。古

林
に
甚
だ
器
重
さ
れ
た
天
岸
慧
広
は
、
先
に
見
た
在
元
中

の
み
な
ら
ず
、
帰
国
後
も
竺
仙
と
変
ら
な
い
交
友
が
続
き
、
竺
仙
は
天
岸

が
浄
妙
寺
に
出
世
し
た
際
に
は
、
道
旧
の
疏
や
山
門
の
疏
を
書
い
て
い
る
。
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遠
く
澹
豪
湖
の
辺
の
寺
に
住
す
る
古
林
の
も
と
に
や

っ
て
来
た
別
伝
妙
胤
は
、
虚
谷
希
陵

の
法
嗣
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
古

林

の
影
響
も
強
蔓

け
て
い
る
と
み
て
よ
聴

竺
[仙
は
別
伝
が
越
後

の
普
済
寺
に
出
世
し
た
祝
賀
の
偶
頬
の
題
に
同
門
と
い
藷

を
用
い

て
同
じ
金
剛
憧
下
の
別
伝
に
祝
意
を
表
し
て
い
る
(『来
々
禅
子
東
渡
集
』)。
ま
た
、
竺
仙
は
別
伝
が
横
洲
の
泊
船
庵
に
住
す
る
と
、
庵
に
足

を
運

ん
で
い
る
。

元
亨
二
年

(
=
三
ご
一)
か
ら
天
暦
二
年

(元
徳
元
年
、
一
三
二
九
)
に
か
け
て
古
林
に
師
事
し
た
月
林
道
鮫
は
、
入
元
し
た
当
座
は
筆
談
を

(
20
)

こ
と

と

し

た

。

泰

定

四
年

(
一
三
二
七
)
に
古

林

が
月

林

に
与

え

た
法

語

(田
山
前
掲
書

『
続
』
四
〇

、
芳
賀
前
掲
書
第

一
巻

三

一
)
が

あ

る

。

よ

月
林
咬
蔵
主
、
遠
く
海
東
を
離
れ
、
南
来
し
て
道
を
問
い
、
予
を
鳳
台
に
訪
う
。
至
治
二
年
自
り
泰
定
四
年
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
三

た
び
吾
が
室
に
入
り
、
所
得
大
い
に
前
に
過
ぐ
る
者
有
り
。
其
と
語
れ
ば
終
夕
倦
ま
ず
。
嘗
て
之
に
謂
い
て
曰
く
、
此
の
宗
其
の
妙

を
得
る
こ
と
難
し
。
直
に
須
ら
く
子
細
に
心
を
用
う
べ
し
。
将
来
座
を
得
て
披
衣
せ
ば
、
此
の
書
に
享
か
ざ
る
に
庶
し
。
之
を
勉
め

よ
ー

。
既
に
前
偶
を
書
し
て
贈
と
為
す
。
復
た
数
語
を
后
に
贅
す
と
云
う
。

泰
定
四
年
九
月
旦
目
、
氷
雪
相
看
の
室
に
書
す
。

休
居
老
僧

清
茂
瓦

圏
團
團

こ
の
段
階
で
月
林
の
参
禅
弁
道
が
か
な
り
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
、
古
林
の
期
待
の
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
か
く
し
て
、
古
林
の
旨
に
契

(
21
)

い
、
天
暦
二
年

(
一
三
二
九
)
に
は
鳳
台
で
分
座
説
法
す
る
こ
と
に
な
る
。

竺
仙
は
法
弟
の
月
林
に
次
の
偶
を
寄
せ
て
い
る

(『竺
仙
録
』
巻

中
、
大
梅
鮫
首
座
の
拮
古
頬
古
を
閲
し
之
に
寄
す
)。

已
聞
梅
子
熟
多
時

已
に
聞
く
な
ら
く
梅
子
熟
す
る
こ
と
多
時
、

無
敷
黄
金
綴
濫
…枝

無
数
の
黄
金

満
枝
に
綴
る
。

可
惜
無
人
能
下
口

惜
む
可
し
人
の
能
く
口
を
下
す
こ
と
無
き
を
、
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大
堪
止
潟
與
充
飢

大
い
に
堪
う
渇
を
止
む
る
と
飢
を
充
た
す
と
に
。

梅
子
、
す
な
わ
ち
大
梅
山
長
福
寺
の
月
林
の
修
行
の
出
来
上
が

っ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
金

口
を
称
え
、
人
の
口
の
端
に
上
ら
な
い
こ
と
を

残
念
が

っ
て
い
る
。

(
22
)

正
中

・
嘉
暦
の
間
に
天
岸
慧
広
ら
同
志
と
共
に
入
元
し
た
物
外
可
什
は
、
保
寧
の
古
林

・
本
覚
の
霊
石

・
鶏
足
の
清
拙
に
謁
し
た
も
の

(
23
)

つ

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
「休
居
老
人
の
韻
を
慶
い
で
物
外
首
座
に
寄
せ
た
」
(『竺
仙
録
』
巻
下
之
下
)
偶
頒
も
、
同
じ
金
剛

憧
下

の
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
。

(
24
)

文
保
二
年

(
;

二

八
)
に
古
先
印
元
ら
と
入
元
し
、
泰
定
三
年

(
一
三
二
六
)
に
清
拙
と
同
船
し
て
帰
国
し
た
明
翌
斉

哲
は
、
中
峰

の
法

を
嗣

い
で
い
る
が
、
古
林
に
も
参
じ
墨
蹟

「警
策
」
(田
山
前
掲
書

『
拾
遺
』
七
七
)
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
明
隻
は
竺
仙
が
冷
泉
に
い
た
時

か
ら

の
旧
い
知
り
合
い
で
あ
晦

竺
仙
を
建
長
に
訪
ね
て
誼
を
結
ん
で
い
る
・
竺
仙
が
書
い
た
明
隻
の
宜
ハ如
寺
に
住
す
る
祝
賀

の
偶
は
よ

(
26
)

く

知

ら

れ

て

い
る

。

霊

江

周

徹

は

、

竺

仙

の
法

兄

で
あ

っ
て
、

南

詞

か
ら

帰

っ
て

以

来

、

相

見

し

て

は

い
な

か

っ
た

が
、

暦

応

四
年

(
一
三
四

一
)
鳳

台
老

人

(
27

)

の
頂
相
を
携
え
て
き
て
竺
仙
に
与
え
て
い
る
。
長
く
古
林
に
師
事
し
蒙
を
発
く
こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
帰
国
す
る
と

夢
窓

の
法
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
る
。

徳
治
二
年

(
一
三
〇
七
)
入
元
し
た
雪
村
友
梅
は
、
害
川
の
下
獄
と
長
期
に
わ
た
る
配
流
の
あ
と
、
古
林
に
も
参
じ
、
偶
を
送
ら
れ
て
い

菊

天
暦
二
年

明
極

●
竺
仙
ら
と
同
船
し
て
博
多
に
着
岸
し
た
・
朝
命
が
あ
り
・
足
利
葺

や
直
義
に
よ
り
京
都
の
万
寿
寺
に
拝
請
さ

(
29
)

れ
た
際
、
雪
村
は
病
気
と
い
う
こ
と
で
入
寺
を
断

っ
た
の
に
対
し
、
竺
仙
は
偶
を
よ
せ
て
命
を
受
け
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

大
徳
十

一
年

(
一
三
〇
七
)
の
慶
元
の
倭
商
事
件
に
よ
り
天
童
寺
も
日
本
僧
の
捜
索
を
う
け
た
。
そ
の
際
に
、
龍
山
徳
見
も
逮
捕
さ
れ
大

都
に
送
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
蘇
州
に
行
き
虎
丘
山
の
東
州
寿
永
、
そ
の
紹
隆
の
塔
主
で
あ
る
古
林
に
参
じ
、
龍
山
は
古
林
に
道
韻
あ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
龍
山
は
竺
仙

の
没
後
に
帰
国
し
て
い
る
か
ら
、
わ
が
国
で
の
交
流
は
な
い
。
同
じ
金
剛
憧
下
の
中
巌
は
、
中
国
の
地
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に
お
い
て
龍
山
の
教
え
を
受
け
て
い
菊

(
31

)

文
保
二
年

(
;

二

八
)
入
元
し
た
古
先
印
元
は
、
金
陵
鳳
台
の
古
林
の
も
と
で
は
雪
隠

(東
司
)

の
役
を
掌

っ
て
お
り
、
竺
仙
と
も
親

交

の
あ

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
泰
定
二
年

(
一
三
二
五
)
清
拙
正
澄
の
再
三
の
懇
請
に
よ
り
同
船
し
て
帰
国
し
た
。

孤
峰
覚
明
は
応
長
元
年

(
一
三
=

)
渡
海
す
る
と
天
目
の
中
峰
に
参
じ
、
の
ち
古
林
ら
に
見
え
て
い
る
。

大
智
は
正
和
三
年

(
;

二

四
)
入
元
す
る
と
、
最
初
に
古
林
に
謁
し
、
そ
の
あ
と
雲
外
雲
紬
や
中
峰

・
無
見
ら
に
歴
参
し
て
、
泰
定
元

年

(
=
三
一四
)
に
帰
る
。

嵩
山
居
中
は
文
保
二
年

(
;
二

八
)
再
び
入
元
す
る
と
、
古
林
を
永
福
寺
に
、
雲
外
を
太
白
に
謁
し
て
い
る
。
蒋
山

の
曇
芳
守
忠
の
も

と
で
は
第

一
座
に
挙
げ
ら
れ
、
虚
谷
希
陵
ら
に
見
え
て
至
治
三
年

(
一
三
二
三
)
東
帰
し
た
。

元
応
二
年

(
一
三
二
〇
)
寂
室
元
光
は
、
可
翁
宗
然
ら
と
共
に
中
国
に
わ
た
り
、
直
ち
に
天
目
山

の
中
峰
に
参
じ
て

い
る
。
共
に
保
寧
の

古
林
ら
に
も
参
じ
た
。

元
応
年
間

(
;

コ
九
～
二
一
)
に
入
元
し
た
大
朴
玄
素
も
、
中
峰
や
古
林
ら
に
見
え
て
い
る
。

平

田
慈
均
は
入
元
す
る
と
、
直
ち
に
金
陵
鳳
台
に
行
き
古
林
に
参
じ
て
い
る
。

古
林
に

「清
禅
人
、
参
禅
の
志
、
頗
る
古
人
の
風
有
り
」
(田
山
前
掲
書

『拾
遺
』
八
〇

「無
夢

一
清
に
与
う
る
の
語
」)
と

い
わ
れ
た
無
夢

一

清
も
、
彼
に
参
じ
て
い
る
。

竺
仙
が
浄
妙
寺
に
住
し
て
い
た
時
、
寂
曇
西
堂
は
古
林
か
ら

「海
東

の
曇
侍
者

の
漸
に
入
る
を
送
る
」
(『古
林
拾
遺
偶
頭
』
巻
上
)
と
い

う
法
句
を
与
え
ら
れ
た
も
の
を
高
麗
で
失

っ
て
し
ま

っ
た
と
語
り
、
そ
れ
を

口
諦
し
筆
記
さ
せ
て
い
る
。

泰
定
三
年

(
=
三
一六
)
古
林
は
、
偉
山
了
偉

の
た
め
に
号
と
、
そ
の
偶
を
賦
し
て
い
る

(田
山
前
掲
書

『続
』
二
五
六
)。

古
林
が
泰
定
三
年
に
曇
幽
に
送

っ
た
偶
に
は
、
雲
門

の

一
字

の
関
を
透
過
し
大
自
在
の
境
涯
に
到
る
よ
う
に
努
め
よ
と
、
勧
め
て
い
る

(田
山
前
掲
書

『禅
林
』
七
二
、
芳
賀
前
掲
書
第

一
巻
三
三
)。
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以
上
、
金
剛
瞳
下
の
人
々
を
竺
仙
を
中
心
に
見
て
き
た
。
そ
の
他
の
古
林

の
会
下
も
、
当
然
日
本
に
帰

っ
て
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
深
交
を

結
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
天
岸
慧
広

『
東
帰
集
』

(『五
山
文
学
全
集
』
第

一
巻

一
九
頁
)
に

「普
済
の
胤
別
伝
の
韻
に
和
す
」
の
偏
が
あ
る
。

経
歴
南
方
巳
復
來

同
聲
同
氣
在
忘
懐

越
山
蓄
宿
僧
千
歳

竺
國
雲
遊
老
萬
回

懸
世
因
縁
随
庭
合

知
春
時
節
自
東
催

敷
他

一
力
能
樋
鼓

開
獲
沈
悟
震
法
雷

南
方
を
経
歴
し
て
已
に
復

た
来
た
り
、

同
声
同
気

忘
懐

に
在
り
。

越
山

の
替
宿

僧

千
歳
、

竺
国
雲
遊
す
老
万

回
。

応
世

の
因
縁

随
処

に
合

し
、

春
を
知

る
時
節

東

よ
り
催
す
。

他

の

一
力
能

く
鼓

を
樋

つ
を
効

し
、

沈
悟

を
開
発

し
て
法
雷
を
震
う
。

天
岸
と
別
伝
妙
胤
と
が
気
脈
を
通
じ
て
い
る
有
様
が
わ
か
る
。
龍
山
徳
見
の
行
状
は
、
門
人
の
慈
船
が
中
巌
と
龍
山
と

の
旧
好
の
稔
か
ら

中
巌
円
月
に
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
巌
は
不
聞
契
聞
を

「吾
が
友
不
聞
子
」
と
い
い
、
「常
様
兄
弟
を
燕
し
、

吾
が
心
楽
し

た
の

み
且

つ
姓
し
む
」
(『東
海

一
湛
集
』
「答
不
聞
」
『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
三
三
二
頁
)
と
、
『詩
経
』
を
引
用
し
て
、
兄
弟

(
中
巌

.
不
聞
)
の

和
楽

の
情
を
歌

っ
て
い
る
。
古
林
に
参
じ
た
会
下
の
人
々
の
交
友
の

一
端
が
偶
頚
や
行
状
執
筆

の
経
過
を
通
し
て
了
解
で
き
る
。

四

士
大
夫
と
し
て
の
竺
仙

金
剛
瞳
下
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
竺
仙
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
将
来
、
士
大
夫
階
級
に
属
す
る
可
能
性
の
あ
る
教
育
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
の
性
行
は
仏
教
界
に
向
い
て
い
て
出
家
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
寺
院
で
の
修
道
の
問
に
あ

っ
て
も
、
古
典
の
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勉
強
も
続
け
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
四
十
九
歳
(暦
応
三
年
、

一
三
四
〇
)
の
時
に
弟
子
の
畜
芝
に
与
え
た
自
賛
は
、
次

の
よ
う
な
偶
頚
で
作

ら
れ
て
い
る

(『
竺
仙
録
』
巻
下
之
下
、
天
柱
集
)。

日
日
思
露
未
得
露

日
々
帰
る
こ
と
を
思
う
て
未
だ
帰
る
こ
と
を
得
ず
、

誰
云
四
十
九
年
非

誰
か
云
う
四
十
九
年
の
非
と
。

夜
來
夢
見
迦
文
老

夜
来
夢
に
迦
文
老
を
見
る
に
、

把
手
風
前
歌
式
微

手
を
把
り
風
前
に
式
微
を
歌
う
。

『
詩
経
』
郷
風
、
式
微
序
を
踏
ま
え
て
こ
の
自
賛
は
詠
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
自
賛
か
ら
す
る
と
晩
年
に

「思
帰
聖
」
と
も
号
し
た

(
32

)

こ
と
は
、
故
郷

の
中
国
に
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
を
号
に
託
し
た
と
い
え
よ
う
。
士
大
夫
の
条
件
の

一
つ
で
あ
る
古
典

の
素
養
は
、
自
賛

で
も

っ
て
首
肯
で
き
る
。

第
二
の
作
詩
作
文
の
能
力
は
、
『
天
柱
集
』
『来

々
禅
子
集
』
『
来
々
禅
子
東
渡
集
』
等
の
作
品
が
、

そ
れ
を
証

明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
二
つ
は
人
文
的
教
養
に
あ
た
る
。

第

三
の
条
件
は
、
治
国
平
天
下
の
使
命
感
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
仏
教
が
政
治
と
対
極
を
な
す
も

の
で
あ
る
か
ら
、

本
来
は
な
い
の
が
理
想
的
だ
と
い
え
よ
う
が
、
現
実

の
政
治
か
ら
超
然
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
そ
の
意
識
ぐ
ら
い
は
探
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
ま
し
て
や
宋
以
後

の
君
主
独
裁
体
制
下
に
あ
る
社
会
に
生
を
受
け
た
も
の
と
し
て
は
、
国
家
権
力
と
の
調
和
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
教
団
の
課
題
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
竺
仙
個
人
に
と

っ
て
も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
竺
仙
は
浄
妙
寺

に
住
し
て
い
た
時
、

北
条
氏
の
滅
亡
と
そ
の
後

の
内
乱
に
遭
遇
し
、
乱
後
の
上
堂
を
行
な

っ
て
い
る

(『竺
仙
録
』
巻
上
)。

や
す

僧

問

う

、

天

は

一
を
得

て
清

く

、

地

は

一
を

得

て

以

て

寧

く

、

君

主

は

一
を
得

て

天

下
和

平

。

正

悠

慶

の
時

、

如

何

が

提

唱

せ

ん

。

師

云

く

、

斬

新

の
日

月
、

特

地

に
乾

坤

。

ま
つ
り
ご
と

『老

子
』
第
三
十
九
章
に
よ
り
つ
つ
、
最
後
の

「侯
王
は

一
を
得
て
以
て
天
下
の

正

を
為
す
」
を
問
答
の
よ
う
に
変
え
て
い
る
。
竺
仙

は
僧

の
質
問
に
対
し
て

一
を
得
た
も
の
が
新
し
く
天
下
を
平
定
し
得
る
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
の
内
乱
期
に



五
山
に
住
し
た
竺
仙
に
と

っ
て
は
、
治
国
平
天
下
の
問
題
か
ら
目
を
逸
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
か

っ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

士
大
夫
と
し
て
は
必
須
の
条
件
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
尚
雅

の
精
神
、
芸
術
に
秀
で
た
面
を
持

つ
と
、
理
想
的
な
士
大
夫
階
級
に
属
す

る
人
と
い
え
よ
う
。
竺
仙
の
書
法
に
つ
い
て
は
、
黄
山
谷
流
の
書
法
が
入

っ
て
い
て
、
瀾
達
で
力
量
感
の
あ
る
点
で
他

の
追
随
を
許
さ
な

い
と

い
わ
れ
る

(田
山
前
掲
書

『禅
林
』
四
二
)。
筆
者
不
詳
の
維
摩
居
士
図
に
中
巌
円
月
が
賛
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

(島
田
修
二
郎

・
入

矢
義
高
監
修

『禅
林
画
賛
ー

中
世
水
墨
画
を
読
む
ー

』
41
横
田
忠
司
執
筆
)。

そ
の
賛
に
よ
る
と
、
「
五
葉
庵
口
老
禅
伯
、

手
に
竺
仙
図
す
る

所
の
像
を
持
す
」
と
あ
り
、
竺
仙

の
画
い
た
像
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

わ
が
国
は
中
国
か
ら
様
々
な
文
物
を
移
植
し
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
が
、
科
挙
制
は
受
容
し
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
士
大
夫

階
級
そ
の
も
の
は
わ
が
国
に
は
な
い
。
士
大
夫
に
類
す
る
階
層
に
当
る
も
の
が
、
五
山
を
中
心
と
し
た
禅
僧
と
い
っ
て
よ
い
。
竺
仙
は
士

大
夫
層
に
類
す
る
条
件
に
ぴ
た
り
と
該
当
す
る

一
人
と
い

っ
て
よ
い
。
金
剛
憧
下
の

一
人

一
人
に
つ
い
て
は
、
竺
仙
の
よ
う
に
理
想
的
に

士
大
夫
層
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
出
来
得
な
く
て
も
、
古
林
を
始
め
と
し
て
多
く
の
禅
家
に
長
年
月
に
亙
り
師
事
し
て
い
る
点
か
ら

い
っ
て
士
大
夫
と
し
て
の
教
養
を
備
え
て
い
た
と
い
っ
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
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お

わ

り

に

五
山
文
学
の
創
始
を
、
私
は
掛
搭
志
願
者
を
偶
頬
の
試
験
に
よ

っ
て
選
抜
し
た

一
山

一
寧
の
と
こ
ろ
に
置
き
た
喩
脚

そ
の
播
か
れ
た
種

を
育
成
す
る
働
き
を
為
し
た
の
が
、
竺
仙
を
中
心
と
す
る
金
剛
瞳
下
の
人
々
で
あ

っ
た
。
竺
仙
が
保
寧
の
侍
者
で
あ

っ
た
時
、
そ
の
も
と

に
は
三
十
二
人
の
日
本
人
が
い
た
。
そ
の
う
ち

の
一
人
が
中
巌
円
月
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
因
縁
か
ら
、

竺
仙
は
中
巌
を
浄
智
寺

の
前
版
に
任
じ
て
い
る
。
翌
年
、
中
巌
は
竺
仙
の
も
と
で
乗
擁
を
行
な

っ
た
。
こ
の
中
巌
に
義
堂
周
信
は
教
え
を

(
34
)

受
け

て
い
て
、
『空
華
集
』
に
は
序
を
書
い
て
も
ら

っ
て
お
り
、
更
に
賊
語
を
求
め
て
い
る
。

春
屋
妙
龍
は
、

竺
仙
が
浄
智
寺
の
住
持
と
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(
35
)

な

っ
た
時
、
書
状
侍
者
と
な
り
、
以
後
竺
仙
の
会
下
に
列
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
春
屋
に
絶
海
中
津
は
雲
居
庵
に
お

い
て
沙
彌
教
育
を

受
け
て
い
る
。
間
接
的
な
が
ら
義
堂

・
絶
海
は
、
竺
仙
の
学
系
に
列
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
こ
の
二
人
は
、
建
仁
寺
の
龍
山
徳
見

(
36
)

の
高
風
を
慕
い
師
事
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
竺
仙
を
中
心
と
す
る
金
剛
憧
下
の
偶
頬
主
義
は
、
義
堂
や
絶
海
と
い

っ
た
五
山
文
学
の
双

壁

へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

科
挙
に
基
づ
く
大
量
の
士
大
夫
階
級
の
出
現
は
、
宋
代
の
印
刷
技
術
の
発
展
が
齎
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
わ
が

国
の
禅
林
に
お
け
る
読
書
人
の
底
辺
拡
大
は
、
五
山
版
の
出
版
に
よ

っ
て
の
事
と
い
え
よ
う
。
こ
の
五
山
版
が
出
さ
れ
て
い
く
芽
ば
え
の

役
割
を
担

っ
た
の
が
竺
仙
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
の
が
春
屋
で
あ
る
。
こ
の
五
山
版

へ
の
展
開
、
大
友
貞
宗
を
始
め
と
す
る
竺
仙

の
外
護
者
、
そ
れ
に
竺
仙

の
法
嗣
に
つ
い
て
は
、
後
の
宿
題
と
す
る
。

弟
子
の
蕎
翔
侍
者
と
作
詩
や
作
文
に
つ
い
て
竺
仙
は
問
答
を
し
て
い
る

(『竺
仙
録
』
巻
下
之
上
)。

そ
の
な
か
で
竺
仙

は
、
学
道
を
本
と

し
、
文
章
を
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
文
は
修
道
を
助
け
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
彼
に
、
『
日
本
禅
林
撰
述
書
目
』
(『大
日

本
史
料
』
六
編
之
十
一
、
貞
和
四
年
七
月
十
六
日
の
条
)
に
よ
る
と
、
『
損
益
清
規
』
が
あ
る
。
学
道
を
重
ん
ず
る
竺
仙
に
清
規
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
五
山
文
学
の
形
成
に
大
き
な
足
跡
を
践
し
て
は
い
る
も
の
の
、
禅
林
社
会
の
本
分
が
奈
辺
に
あ
る
か
を
示
し
て
い
て
貴
重
な
も

の
と
い
え
る
。
残
念
な
が
ら
散
扶
し
て
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
確
か
め
よ
う
が
な
い
。

モ
ソ
ゴ
ル
襲
来
後
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
で
倭
冠
の
活
躍
が
目
立

つ
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
、
当
然
そ

の
取
り
締
ま
り
を
わ

が
国
は
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
明
朝
の
成
立
に
よ
り
、
そ
の
冊
封
体
制
下
に
入

っ
て
朝
貢
形
式
に
よ

っ
て

の
み
貿
易
が
許
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
わ
が
国
は
、
明
朝
や
李
琉
の
朝
鮮
と
公
的
に
交
渉
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
室
町
幕
府
は
、
外
交

文
書

の
作
成
、
対
外
折
衝
の
で
き
る
外
交
官
の
調
達
を
自
前
で
行
な
わ
ね
ぼ
な
ら
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
ら
は
そ
の
必
要

に
迫
ら
れ
た
か
ら

と
い

っ
て
、
短
期
間
の
う
ち
に
用
意
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
幸
い
に
も
幕
府
の
周
辺
に
は
外
交
官
と
し
て
期
待
し
得

る
知
的
教
養
集
団

が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
外
で
も
な
い
五
山
の
禅
僧
達
で
あ
る
。
外
交
官
と
し
て
の
五
山
僧
忙

つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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注(1
)

徽
宗

の
時
代
、
王
安
石

の
三
舎
法
は
地
方

に
も
及
ぼ
さ
れ
、
州

学

・
県
学
が
地
方

に
建

て
ら
れ
た

(宮
崎

市
定

『
ア
ジ

ア
史

研
究
』

第

一
、

三
六
八
頁
)
。

(2
)

牧
野
修

二

「
元
代

の
儒
学
教
育
」

(『東
洋

史
研
究
』

三
七
巻

四

号
)
参
看
。
薫
泰
登

は
、
九
歳
に
な
る
と
郷
校

に
入
り
、
『
論

語
』

を
習

っ
て
い
る

(『
清
容
居
士
集
』
巻

三
四
、
薫
御
史
家
伝
)
。

(
3
)

拙
稿

「
元
代

に
お
け
る
童
行

に

つ
い
て
」

(『花

園
大
学
研
究
紀

要
』

六
号
)
参
看
。

(
4
)

拙
稿

「
元
朝

に
お
け
る
中
峰

明
本

と
そ
の
道
俗
」
(『
禅
学
研
究
』

六
四
号
)
参

看
。

(5
)

『来

来
禅

子
東
渡
集
』
「
祭
仏

性
和
尚
」

(6
)

田
村
実
造

『
中

国
征

服
王
朝

の
研
究
』
下
、

三
五
三
～
三
五
六

頁
。
森

田
憲

司

「
元
代
前
半
期

の
碑
刻

に
見

え
る
科
挙
制
度
用
語
」

(上
)

(『奈

良
大
学
紀
要
』
十

一
号
)
参
看
。

(7
)

大
正
本

・
大

日
本
仏
教
全
書
本

の

『
竺
仙
録
』

は
、
共
に

「若

た

能
化
仙
公
共
住
行
　
」
と
す
る
も
、
大
谷
大
学
図
書
館
架

蔵

(文

政

十
年
春
、
謙
巌
住
山
記
念

に
贈

ら
れ

た
写
本
)
本

に
よ

っ
て
「住
」

を

「
往
」

に
改
め

る
。

(8
)

天
岸
慧
広

『東

帰
集
』
「
明
極
和
尚
槍
海
余
波
序
」
(『
五
山
文

学

全
集
』
第

一
巻
三
五
頁
)
に
、
「
嘉
暦
己
巳
、
遙

に
海
外

の
請
に
趣

く
。
相
従
う
者
三
、
四
明

の
仙
竺
仙

・
台

の
融
瀬
牛
等

な
り
」

と

あ

る
。

(
9
)

佐
久
間
重
男

「
明
初

の
日
中
関

係
を

め
ぐ

る

二

三

の
問

題
」

(『
北
海
道
大
学
人
文

科
学
論
集
』

四
号
)
参
看
。

(
10
)

玉
村
竹

二

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
竺
仙
梵

倦

の
項
。

(
11
)

拙
稿

「
日
元
に
お
け
る
清
拙
正
澄

の
事
績
」

(『
日
本
歴
史
』

四

三
〇
号
)
参
看

。

(
12
)

竺
仙
は
喬
薫
侍
者

の
求

め
に
よ
り
自
賛

し

て

(『
竺

仙
録
』
巻

中

)
、
「
萬
幅
大
王
由
昔

日
、
流
傳
今
古
亦
悠
哉

。
師
資

心
謄
即
者

是

、
何

用
丹
青
生
面
開
。
」
と

い
う
。

(
13
)

筆

者
不
詳

の

「
縄
衣
文
殊
図
」

に
石
室
が
賛
を
次

の
よ
う

に
し

て
い
る

(島

田
修

二
郎

・
入
矢
義
高
監
修

『禅

林
画
賛
-
1

中
世

水
墨

画
を
読

む
ー

』

20
)
。

満
頭
雲
髪
三
千
丈

梵
爽
捉
持
被
草
衣

大
智
洞
明
隔
吉
甫

毫
山
風
雨
騎
驕
蹄

金
龍
老
比
丘
善
玖
爲

福
山
忠
侍
者
敬
賛

團

國

古
林

の
会
下
で
あ
る

こ
と
を
示
す
金

剛
橦
下

の
方
印
を
あ
た
か
も

号

の
よ
う

に
用

い
て

い
る
。

(
14
)

玉
村
竹

二

『
日
本
禅
宗

史
論
集
』
上

・
八
七

八
頁
、

一
〇
三
五

頁
、
下
之

一
・
二
九
九
頁

、
下
之

二

・
=
三
二
頁
等
参
看
。

(15
)

『中
岩
月
自

歴
譜
』
建
武

四
年

丁
丑

の
条

(『
五
山
文
学
新
集
』

第

四
巻

六
二
〇
頁
)
。

(16
)

保
寧
寺

で
古
林

に
参
じ

た
頃
中
巌

は
、
同
参

の
中

国
僧

の
中

で
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孤
立
し
、
望
郷

の
念

に
駆
ら

れ
て
い
る

(蔭
木
英
雄

「
中
国
に
於

け
る
中
巌
円
月

の
詩

」
『
中

世
日
本

の
禅

と
そ

の
文
化
』
所
収
)
。

(
17
)

拙
稿

「
元

の
幻
住
明
本

と
そ

の
海
東

へ
の
波
紋
」
(『
日
本
歴
史
』

四
六

一
号
)
参
看

。

(
18
)

別
源
円
旨

『
東
帰
集
』
「
浄
妙

の
竺
仙
和
尚

に
簡
す
」
(『
五
山
文

学
全
集
』
第

一
巻
七

五
七
頁
)
に
、
「
子

の
帰
来
し
稲
荷
に
参

ず
る

を
欣

び
、
山
中

の
法
道
近

ろ
如
何

ん
。
精

神
長

へ
に
会

す
形

骸

の

外

、
半
副

全
封

し
多
く
を
用

い
ず
。
」
と
あ
る
。

(
19
)

『東
海

一
湛
別
集
』
「
別
伝
和
尚
」

(『
五
山
文
学
新
集
』
第

四
巻

(虚
谷
希
陵
)

五

二
七
頁

)
に
、

「
仰
山

の
禅

に
参
じ
、

別
に
伝
う
る
所
無

し
。

栗
棘

の
蓬

を
呑

み
、
金
剛
圏
を
透
る
。
扶

桑
に
帰
来

し
て
、
四
た

び
道

場
に
坐
す
。
妙

に
長
剣
を
帯

び
、
鋒
錐
を
犯
さ
ず
。
」
と
あ
る
。

(20
)

『大

日
本
史
料
』

六
編
之
十
四
、
観
応

二
年

二
月
廿

五
日

の
条
。

(21
)

田
山
方
南

『
禅
林
墨
蹟
拾
遺
』
八

二
、
仲
謀
良
猷
墨
蹟

月
林

道
鮫

に
与
う

る
の
語
。

(22
)

木
宮
泰
彦
氏

は
、
『
日
華
文
化
交
流
史
』

(
四
六
四
頁
)

に
お
い

て
、
天
岸
ら

の
入
元
を
正
中

二
年

(
=

二
二
五
)

の
こ
と
で
あ
ろ

う

と
さ
れ

る
。
さ
き

に
見
た

「
仏
乗
禅
師
十

三
年
忌
辰
陞
座
」

に
、

泰
定

三
年
、
竺
仙
は
天
岸

と
あ

っ
て
い
る
か
ら
妥
当
な
説

と
い
え

る
。

(
23
)

『
本
朝
高
僧
伝
』
巻

二
五
、
天
岸
慧
広
伝
。

(
24
)

拙
稿
前
掲
論
文

「
元

の
幻
住
明
本
と
そ

の
海
東

へ
の
波
紋
」
参

看
。

(25
)

『
竺
仙
録
』
巻
中
、
哲
首
座

に
送
る
井
び

に
序
。

(26
)

田
山
方
南

『
禅
林
墨
蹟
』
四

二
、
芳
賀
幸

四
郎

『
墨
蹟

大
観
』

第

一
巻

五

一
、
『
日
本

の
美
術
』
五
号

「
墨
跡
」
第

六
六
図
。

(27
)

『
竺
仙
録
』
巻
中
、
霊
江
徹
侍
者

に
答
う
井
び

に
序
。

(28
)

小

野
勝
年

『
雪
村
友
梅
と
画
僧
愚
中
』
に
は
、
雪

村

の
中
国
で

の
動
向

が
詳
説

さ
れ

て
い
る
。

(
29
)

玉
村
竹

二

『
五
山
詩
僧
』

(『
日
本

の
禅
語

録
』

八
)
参
看
。

(
30
)

拙
稿

「
鎌
倉
期

に
お
け
る
渡
来
僧
を
め
ぐ

っ
て
」
(『
日
本
歴
史
』

四
九

一
号
)
参

看
。

(
31
)

『
東
海

一
湛
別
集
』
(『
五
山
文
学
新
集
』
第

四
巻
五

二
八
頁
)
「
古

先
和
尚
」
に
、
「
鳳
皇
台

に
遊
び
、
鳳
皇

の
哺
を
甘
受
せ
ず
、
師

子

岩

に
登
り
、
乃
ち
肯

え
て
師
子

の
児

と
敬

る
」

と
あ

る
。

(
32
)

士
大
夫

の
条
件
に

つ
い
て
は
、
村
上
哲
見

「
文
人

・
士
大
夫

・

読
書
人
」

(『未

名
』
第

七
号
)
参
看
。

(
33
)

拙
稿

「
元
朝

国
信
使
寧

一
山
考
」

(『
日
本
歴
史
』
五
〇
九
号
)

参
看
。

(34
)

玉
村
竹

二

『
五
山
文

学
』

一
〇

一
頁
。

(35
)

春
屋
ら
は
竺
仙

の
浄
智
寺
語
録

を
纒

め
て
い
る
。

な
お
、
春
屋

と
外
交

と

の
か
か
わ

り
に

つ
い
て
は
、
村
井
章
介

「
春
屋
妙
苗
と

外
交
-

室
町
幕
府
初
期
の
外
交
に
お
け
る
禅
僧
の
役
割
1

」

(『
ア
ジ

ア
の
な
か

の
中

世
日
本
』
所
収
)
が
あ

る
。

(36
)

古

林
が
提
唱
し
、
金

剛
憧
下

の
人

々
に
継
承

さ
れ

た

「
偶
頬
主

義
」

の
運
動

は
、
玉
村
竹

二
氏

の
名
付
け
ら
れ

た
も

の
で
あ
る
。


